
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

みんなでガンバルまち桐生に

共感・共創のまちづくり

広報きりゅう令和元年７月号

　
　
桐
生
独
自
の
子
育
て
・

　
教
育
環
境
の
整
備

　
“
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
ま
ち

桐
生
”
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

妊
娠
、
出
産
、
産
後
、
育
児
ま
で

切
れ
目
な
く
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
し
て
、
全
て
の
人
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
努
め
る
と

と
も
に
、
誰
も
が
家
事
・
育
児
・

介
護
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
識

改
革
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
桐
生
の
誇
る
べ
き
歴
史

や
文
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活

用
し
、
桐
生
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

く
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

最
先
端
技
術
に
触
れ
た
り
、
幼
児

か
ら
英
語
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

群
馬
大
学
と
連
携
し
た
「
サ
イ
エ

ン
ス
ド
ク
タ
ー
事
業
」
や
「
未
来

創
生
塾
」
の
充
実
、
幼
児
・
小
学

生
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支

援
な
ど
の
体
系
化
を
図
り
、
幼
児

期
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
連
続

性
の
あ
る
、
桐
生
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
、
虐
待
、
Ｄ

Ｖ
、
自
殺
の
未
然
防
止
に
重
点
を

置
い
た
、
子
ど
も
の
命
を
総
合
的

に
守
る
体
制
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
職
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
が
“
桐
生
で
働
き
、
桐
生
に

住
み
続
け
た
い
”
と
思
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策

　
桐
生
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
や
資

源
を
積
極
的
に
発
信
し
、
祭
り
や

地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
交
流
人

口
や
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
、

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
き
り
ゅ
う
暮
ら
し

応
援
事
業
」
の
成
果
な
ど
を
検
証

し
、
よ
り
効
果
的
な
内
容
と
な
る

よ
う
見
直
し
な
が
ら
、
移
住
や
定

住
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
と
共
同
で
移
住
支
援
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
、
東
京
圏
か
ら
の
移

住
や
就
労
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
急
速
に
進
む
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
国
際
化
に
対
応
す

べ
く
、
民
間
企
業
と
連
携
し
な
が

ら
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大

　
商
業
振
興
で
は
、
地
元
消
費
を

奨
励
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
“
今

日
は
地
元
の
お
店
で
買
い
物
し
よ

う
”
の
日
を
提
唱
す
る
「
ス
モ
ー

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
タ
デ
ー
」
の

桐
生
版
を
研
究
し
ま
す
。

　
工
業
振
興
で
は
、
市
内
企
業
、

群
馬
大
学
、
学
術
・
研
究
機
関
、

金
融
機
関
の
交
流
促
進
と
連
携
強

化
を
図
り
、
次
世
代
産
業
へ
つ
な

が
る
研
究
や
起
業
を
強
力
に
支
援

す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
水
資
源

な
ど
の
自
然
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　
創
業
支
援
と
し
て
は
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
の
活
用
を
促
す
な
ど
、

起
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
地

域
経
済
と
の
好
循
環
を
生
み
出
す

“
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
ま
ち
”

を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
で
は
、
新
田
み
ど
り

農
協
や
県
と
連
携
し
て
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
担
い
手
不
足
解

消
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
６

次
産
業
化
を
支
援
す
る
企
業
の
誘

致
を
目
指
し
ま
す
。

　
林
業
振
興
で
は
、
木
材
需
要
の

拡
大
を
目
指
し
、梅
田
町
に
開
設
さ

れ
た
桐
生
木
材
ヤ
ー
ド
の
活
用
を

図
る
と
と
も
に
林
業
生
産
基
盤
で

あ
る
林
道
整
備
事
業
を
県
と
連
携

し
て
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

　このたび、市民の皆様のご支持をいただき、新元号令和の幕開けと
ともに桐生市のかじ取りをさせていただくことになりました。
　人口減少という大きな課題に直面していますが、この新たな時代に、
シティブランディング戦略の取り組みなどを通して桐生の潜在能力を
最大限に引き出し、若者が夢を持ち、一人ひとりが輝き、そして誰も
が住み続けたくなる、そんな桐生市を、市民の皆様と共に感じ、共に
創ってまいります。
　目に見える形で市民の皆様が元気になるよう、産学官民金の総力を
結集し、スピード感と決断力をもって、全身全霊を注ぎ市政運営にま
い進しますので、皆様のご支援とご協力をよろしくお願いします。
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市
民
力
を
生
か
し
た

　
観
光
誘
客

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
６
月
に
開

催
さ
れ
る
群
馬
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
（
仮
称
）
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
情
報
発

信
力
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
観

光
客
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
日
本
遺
産
で
も
あ
る
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
“
桐

生
の
顔
”
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
保

存
・
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
を

は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
観
光

誘
客
す
る
市
民
団
体
を
積
極
的
に

支
援
し
、
誘
客
強
化
と
地
域
経
済

発
展
に
結
び
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
外
国
人
や
大
都
市
圏

か
ら
の
観
光
誘
客
に
戦
略
的
に
取

り
組
み
、
近
隣
市
と
観
光
イ
ベ
ン

ト
や
周
遊
コ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
で

連
携
し
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の

　
暮
ら
し
づ
く
り

　
防
災
対
策
で
は
、
頻
発
す
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
、
予
測
不
能
な
巨
大

地
震
な
ど
、
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
地
域
、
学
校
、
家
庭
の
備
え

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象
に
よ

り
、
真
夏
に
気
温
が
40
度
を
超
え

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
熱
中
症
予
防
休
憩
所

と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
熱
中
症
が
発
生
し
や
す
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
な
ど
に
お
け

る
対
策
も
進
め
ま
す
。

　
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
で
は
、

全
国
的
に
、
通
学
路
な
ど
で
子
ど

も
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
や
、

不
審
者
に
よ
る
声
掛
け
、
特
殊
詐

欺
被
害
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

歩
道
な
ど
の
道
路
環
境
整
備
や
各

種
防
犯
対
策
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
医
療
の
中
核
を

担
う
桐
生
厚
生
総
合
病
院
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
広
域
的
に
連
携
し
、

命
を
守
る
救
急
医
療
体
制
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
師
不
足
の

解
消
、
待
ち
時
間
の
改
善
、
経
営

健
全
化
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の

受
け
入
れ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
き
が
い
と
健
康
の

　
ま
ち
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
河
川
敷
公
園

の
整
備
と
有
効
活
用
に
よ
り
、
地

域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化
す

る
と
と
も
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
な
ど
で
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
も
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
成
人
病
の

予
防
や
介
護
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
便
利
で
快
適
な

　
交
通
網
の
整
備

　
桐
生
の
誇
る
鉄
道
網
、
お
り
ひ

め
バ
ス
や
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
を
有
効
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
運
転
免
許

証
返
納
者
や
交
通
弱
者
に
も
利
用

し
や
す
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
北
関
東
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
の
早
期
完
成
や
、
国

道
50
号
４
車
線
化
の
早
期
実
現
に

つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
県
と
の
パ
イ
プ
を
フ
ル
に

活
用
し
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
強

力
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
広
域
道
路
網
の
整
備
、

主
要
道
路
の
交
差
点
改
良
、
道

路
・
橋
梁
の
長
寿
命
化
な
ど
に
取

り
組
み
、
渋
滞
の
解
消
や
物
流
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
参
加
と

　
市
役
所
一
新

　
“
現
場
に
神
宿
る
”
を
実
践
し
、

職
員
が
役
所
で
待
つ
体
制
か
ら
、

積
極
的
に
現
場
へ
出
向
く
よ
う
転

換
し
ま
す
。
現
場
に
出
向
き
、
市

民
、
団
体
、
企
業
に
加
え
、
学
生

や
若
者
と
も
懇
談
会
な
ど
で
意
見

交
換
を
行
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
図
り
つ
つ
若
者
の
発
想

を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
営
業
企
画
部
門
と

し
て
の
広
報
監
の
設
置
を
検
討
し
、

桐
生
が
持
つ
多
様
な
資
源
を
有
効

活
用
し
た
、自
主
財
源
の
拡
充
に
結

び
つ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
里
・
黒
保
根
支
所
は
、
産
業

や
文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
を
生
か
し
た
施
策
の
推
進
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
職
員
に
は
、
前
例
主

義
か
ら
脱
却
し
、
一
人
ひ
と
り
が

行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
の
下
、

提
案
力
を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
市
役
所
と
な
る
よ
う
、

意
識
改
革
を
促
し
ま
す
。

　
未
来
志
向
の
広
域
行
政

　
「
桐
生
・
み
ど
り
未
来
会
議
」

の
設
置
を
提
案
し
ま
す
。
両
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

両
市
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、
一
体

感
が
醸
成
で
き
る
よ
う
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
将
来
に

向
か
っ
て
よ
り
良
い
関
係
を
築
い

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
市
庁
舎
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
既
に
策
定

さ
れ
て
い
る
庁
舎
整
備
基
本
方
針

の
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
合
併

特
例
債
の
活
用
期
限
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
早
急
に
判
断
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
し
か
自
生

し
な
い
カ
ッ
コ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と

し
た
豊
か
な
自
然
を
将
来
へ
引
き

継
ぐ
た
め
の
環
境
保
全
や
、
多
く

の
自
治
体
が
共
通
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
も
、
広

域
的
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
、
次
世
代
の
広
域
行
政
の

在
り
方
を
近
隣
自
治
体
と
共
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
価
値
観
を
創
造
・

　
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標(

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ)

」
の
理
念
を
市
の
施
策

に
反
映
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
と
価
値
観
を
共
有
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
、

全
て
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
行
政
だ
け

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

今
や
公
民
連
携
の
視
点
は
あ
ら
ゆ

る
施
策
で
不
可
欠
で
す
。
市
民
の

皆
様
が
持
つ
場
所
、
モ
ノ
、
時
間
、

経
験
、
能
力
を
無
駄
な
く
共
有

（
シ
ェ
ア
）
す
る
こ
と
で
、
公
助

か
ら
共
助
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
会
・
自
治
会
が
抱

え
る
担
い
手
不
足
や
地
域
間
格

差
な
ど
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

“
持
続
的
に
自
立
で
き
る
地
域
活

動
”
を
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
考

え
、
共
に
創
っ
て
い
き
ま
す
。
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